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とおりだなと思うわけですけれども、一応政府はこの

4つを捉えてキャッシュレスというふうに言って、この

数字を 2025年までに 40％にするという目標を掲げ

ています。2019年の段階で、その比率は 26.8％ま

で上がってきています。

キャッシュレス市場を全部合わせると 81兆 8,578

億円という数字になるわけですけれども、決済手段別

の構成比を見ると、クレジットカードが 89.7％と圧倒

的なシェアを占めているという現状にあります。QR

コード決済は、話題にはなるけれども、まだ決済額

は年間 1兆円に満たず、構成比からすると 1.2％ぐら

いしかないというのが現状です。

金融システム研究会・金融マーケティング研究会

の 9月度のセミナーを始めさせていただきたいと思い

ます。

私は、本日の講師を務めさせていただきます「月刊 

消費者信用」編集長の浅見淳でございます。よろしく

お願い申し上げます。

毎年、8月とか 9月に、この研究会で年に1回、キャッ

シュレスに関わるいろんな動向を整理して、皆さんに

お話をさせていただいております。

今年もいろんな動きが出てまいりまして、そしてま

た予期せぬ新型コロナウイルスの感染症の拡大という

ような非常に重大な局面を迎えていますけれども、そ

ういったことも踏まえて、今後、キャッシュレスがどん

なふうになっていくのかというあたりを概観してみた

いと思っております。

「キャッシュレスを巡る最新の動向とwithコロナ時

代のキャッシュレス」ということで、今日はお話を進め

させていただきたいと思います。

Slide2　本日のアジェンダ

本日のアジェンダです。

最初にキャッシュレス市場の現状。市場規模がどれ

ぐらいになってきているかを捉えてみて、それから、

キャッシュレスポイント還元事業――消費者還元事業

というのが正式名ですけれども、このポイント還元事

業の成果を整理してみたいと思っております。

それと、今年の成長戦略に掲げられたキャッシュレ

ス化施策にどんなものがあったのかを見て、今年は

決済のインフラのあり方を何十年ぶりに見直すことを

事業者に求めるような、そういう機運も高まっており、

大変興味深いものになっています。

後半は、新型コロナウイルス禍が今キャッシュレス

市場にどういう影響を与えているのかを見て、ではそ

ういう時代にこれからどういうビジネスモデルが受け

入れられていくのだろうかということを少し考えてみた

いと思っております。

Slide 2）これがキャッシュレス市場です。

2019年の数字ですけれども、統計のあるクレジッ

トカードとかデビットカード、電子マネー、今年から

キャッシュレス推進協議会が取りまとめるようになりま

したけれどもQRコード決済の数字、この 4つを足し

て、政府はキャッシュレス市場という捉え方をしてい

ます。もちろん、このほかにも銀行振込、銀行口座

振替といったものもあり、これもキャッシュレスじゃな

いかということをおっしゃる方もいらして、それはその
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Slide 3　キャッシュレス市場（2019年）

これがクレジットカード市場で、確かに右肩上がり

で市場が拡大しておりまして､ 73.4兆円まで来たとい

うことです。

クレジットカード単体で見ても、決済比率は民間最

終消費支出に対して 24％あるということです。
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Slide 5　デビットカード市場

これがデビットカードです。

デビットカードは、日銀が「決済動向」という動態統

計の中でまとめていまして、決済金額で見ると 19年

度に 1兆 8,287億円になったということです。

右にあるのは、今、VISA、マスターカード、JCB、

この国際ブランド別にブランドデビットを発行してい

る銀行を列挙しています。VISAが 31、マスターカー

ドが 3、JCBが 33ということで、ブランド別に見ると、

JCBブランドのデビットカードを発行している銀行が

一番多いという状況になっています。

ちなみに、こちら Slide 8）に出ている日銀の統計は

J-デビットも含めています。ですから、ブランドデビッ

トと J-デビットの合計額ということですけれども、こち

らはブランドデビットですね、その発行銀行をまとめ

てあるということで、実を言うと、これが去年からす

ごい増えたかというと、あまり増えていません。

今年は 6月になって山梨中央さんが発行を始めま

したけれども、本体発行をしていた銀行もある一定数

になったところで打ち止め感が出てきて、あまり全体

に広がっていかなかった歴史がありますけれども、デ

ビットの場合も、もしかしたら、それほど、どの銀行

もデビットを発行しているという状況にはならないか

もしれないとも感じています。ただし、JCBさんなど

でも今年もまた何行か発行を開始するという話をされ

ていますので、もう少しは増えると思いますけれども、

これがすべての銀行、金融機関、例えば協同組織金

融機関まで含めて発行するようになるかというと、す

ぐにそうはならないと思われます。

そういう意味で、デビットカードはもしかしたら、早

いうちに頭打ち感が出てくる可能性があるのではない

でしょうか。

Slide 6　電子マネー市場

これは電子マネー市場です。日銀の決済動向の表

をそのまま貼り付けさせていただいています。

決済金額を見ていきますと、一時、2017年に 1.1％

増という形で、それまで 2桁増をずっと続けてきたの

ですけれども、ちょっと失速しました。

その要因は、イオンリテールさんが現金でもポイン

トのつくカードを発行した。そうしたら、皆さん、現

金でいいということになって、電子マネーのWAON

を使わなくなってしまいました。WAONの取扱高が

減ってしまったことが反して、電子マネー市場全体が

伸び悩んだのだと言われています。

ただ、18年、19年を見ると 5％ぐらいの成長を続

けておりまして、ちょっと回復してきて堅調に推移し

ているところです。
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